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語学教師は修士号を取得 してお り、かつ ドイツ語の知識がある日本人である(大 学によっては
学士号のこともある)。教師の資格 として、 日本語の教授法についての特別な知識が要求さる場





長期にわたる任務だとは捉え難 く、また、その経験をいか した教材を作成することも難 しい。
ギムナジウム(大 学進学者のための ドイッの中高等教育機関)で は1982年 から試験的に日本語
の授業が行われている。これは、キルヒハイム=ボ ーランデンにある私立学校の校長、ゲオルク ・
バロ ド氏がイニシアチブをとって行 っているもので、教科計画やカリキュラムの開発に持田節子
氏の貢献を受け、 日本語を自由選択 またはアビトゥア(大 学入学資格試験)の 科目として導入し
た。ベルリン自由大学では、1985年 から1990年 まで、カイ ・ゲーネンツの指導のもとに教材作成






奨励により、 ドイツの大学で勉強 し、学校で教える資格 をとる者 もいる。 しか し、授業をするか
たわら大学で勉強し、さらに教育実習生として2年 間働 くことが出来る人は希である。ギムナジ





この研修セ ミナーは国際交流基金から援助 を受けている。 ドイッ語圏中等教育 日本語教師会
(VJS)も 設立され、これは、地域の枠 を越えた日本語の専門グループとして現代外国語専門同
盟(FMF)に 属 している。








をすでに卒業 している人に一年間のインテンシヴ ・コースを提供 している。1993年 から、テユー
ビンゲンのインテンシヴ ・コース参加者 と学生は半年間、京都の同志社大学にあるテユービンゲ
ン日本語センターに参加出来るようになった。
最近、私立学校や夏期講習で日本語 を教えるところもでて きた。 しか し、成人のための日本語


















に、表意文字を通 して、視覚学習に挑戦するということも新 しい。さらに、遠 くのアジアの国に
接することにより、世界感を広げられる。従って、この挑戦者達が、フラス トレーションのため







ハイムの ドイッ語研究所で以前行われたプロジェクトのような大がか りな仕事には、多 くの専門
家が必要である。
さらに、日本語の教授法を特別な課題とした教授のポス トが用意 されることも望まれる。 日本
語以外の言語経験に基づ く言語教授法、カリキュラム研究、漢字教育のための独 自の日本語教授





多数が ドイツ人である。 日本学科入学制限を設けている学校は非常 に少ない。大学では、学生の
大半が ドイツ人であるが、片親が日本人の子供、南アメリカ出身の日本人の移住者の子供なども
めだつようになってきた。韓国人、日本人、ポーランド人、イタリア人、イギリス人等、さまざ















イツの状況を説明する。ジリ ネウス トゥプニは、1991年 『日本語教師養成 と日本語教育能力検
定試験』 という論文の中で、以下のように日本語教師にとって不可欠な点を挙げている:
1.問 題の探求2.処 理のデザイン3.デ ザインの実施4.社 会体系5.言 葉遣い
最初の 『問題の探求』は、生徒の欲求は何か、日本語学習をどのように促進できるか、教授法





チアクトを考慮 した トレーニング用の教科書は今だに英語で書かれている。第3の 言語が入 るこ
とによる情報の喪失や、誤解は防げないため、例えば、ジ ョーダンの新 しい教科書がどんなに良



















には、刻刻 と変ってい く現代のことばや社会 とつなが りを持つことは有益である。
2.言 語教師は方法論の発達や新 しい語学教材に関する情報に通 じていなければならない。同時
に、その成果について発表で きるフォーラムが必要である。
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3.他 の教師 と専門的、個人 的な経験交換 をす ることはイ ンフラス トラクチ ャーの改良や新た な
動機づ けにつながる。
4.教 師は新 しい要求 にも応 えなければな らない。新 しい専門用語、自然科学者のための 日本語、
ビジネスの 日本語、法律家のための 日本語 、翻訳 のテクニ ック、通訳の テクニ ック、 これ らは
すべ て生徒 になる可能性があ る人が求めている分野で ある。個 々の教師や小 さな機 関には、こ
れでは要求過多で あるため、専門的な知識援助 を受 けなければな らない。
5.日 本語 の教 師は、 また個人 と して も成長 してい く。言語仲介者 と して、文化仲介者 として、
職業相談員 として、教師は 自分の職業 の有利 な面 と危険 な面 について議論で きるべ きである。
よそ ものであ ることと同化 、理解 と誤解、文化的 同一性 と伝達能力、 これ らは矛盾 な しで一人
の人 間によってな されるこ とはない。
研修 は 日本で も、 ドイツ、 ヨーロ ッパで も行 われ なけれ ばならない。 ドイッ語 圏の 日本語教師
協会、 ヨーロ ッパの 日本語教育連絡会、 また は国際交流基金の研修設備な どの組織 は、 このよう
な欲求 に応 えて開発 された ものである。 同様 に、 日本語教育 を発展 させるため、 ヨーロ ッパ 日本
語研究協会で、言語教授法 の部 門をつ くることが提案 されてい る。
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